
国
学
院
大
学
経
済
学
部
経
営
学
科
は
平
成

17
（
２
０
０
５
）
年
の
開
設
か
ら
20
周
年
を

迎
え
た
。
本
学
経
済
学
部
は
昭
和
41
（
１
９

６
６
）
年
に
政
経
学
部
を
経
済
学
部
第
一

部
・
第
二
部
と
改
め
て
か
ら
、
約
60
年
に
わ

た
っ
て
時
代
の
変
化
や
社
会
課
題
に
応
じ
た

教
育
を
実
践
し
、
有
為
の
人
材
を
送
り
出
し

て
き
た
。
中
で
も
本
学
が
強
み
と
す
る
実
社

会
の
第
一
線
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
と

い
う
観
点
で
は
、
経
営
学
科
の
存
在
も
大
き

い
。
日
本
を
代
表
す
る
企
業
へ
の
就
職
や
公

認
会
計
士
、
税
理
士
な
ど
難
関
資
格
取
得
の

実
績
も
年
々
伸
び
て
い
る
。

経
営
学
は
人
が
企
業
な
ど
組
織
を
経
営

し
、
社
会
を
ど
う
豊
か
に
し
て
い
く
の
か
を

追
究
す
る
学
問
だ
。
経
済
学
や
社
会
学
、
心

理
学
な
ど
隣
接
分
野
も
多
い
。
本
学
経
営
学

科
の
特
色
は
経
済
学
部
の
中
に
経
済
学
科
と

併
置
さ
れ
、
幅
広
い
学
問
分
野
を
垣
根
な
く

学
べ
る
こ
と
だ
。経
済
学
の
知
見
を
応
用
し
、

実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
深
く
理
解
で
き
る
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
に

は
学
部
改
組
が
行
わ
れ
、
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
学
科
を
含
め
た
３
学
科
体
制
か
ら
経

済
、
経
営
の
２
学
科
８
コ
ー
ス
体
制
に
再
編

さ
れ
た
。
経
営
学
科
は
１
学
年
の
定
員
が
１

５
０
人
か
ら
２
５
５
人
へ
と
大
幅
に
増
え
、

国
学
院
大
学
な
ら
で
は
の
「
日
本
」
を
意
識

し
た
教
育
を
は
じ
め
、
主
体
的
な
学
修
を
促

す
段
階
的
・
系
統
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
整

え
ら
れ
た
。

経
営
学
科
20
周
年
の
節
目
に
学
科
開
設
前

か
ら
の
歴
史
に
通
じ
る
東
海
林
孝
一
准
教
授

と
、
令
和
３
年
度
か
ら
６
年
度
ま
で
経
済
学

部
長
と
し
て
改
革
を
け
ん
引
し
た
星
野
広
和

教
授
に
20
年
間
の
歩
み
と
、
次
世
代
を
担
う

人
材
育
成
な
ど
こ
れ
か
ら
の
同
学
科
に
課
さ

れ
た
役
割
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

過去 現在 未来ヒト モノ カネ を研究する学問の

国
学
院
大
学
の
前
期
一
般
選
抜
入
学
試
験

で
あ
る
A
日
程
入
学
試
験
が
2
月
2
日
か
ら

4
日
ま
で
の
3
日
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ

た
。
志
願
者
は
約
１
万
６
０
０
０
人
と
、
昨

年
度
よ
り
約
４
０
０
人
増
加
。
A
日
程
志
願

者
は
5
年
連
続
の
増
加
と
な
っ
た
。

試
験
は
渋
谷
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
両
キ
ャ
ン

パ
ス
に
加
え
青
山
学
院
大
学
青
山
キ
ャ
ン
パ

ス
に
も
会
場
を
設
置
し
た
ほ
か
、
全
国
8
都

市
（
札
幌
、
仙
台
、
新
潟
、
長
野
、
静
岡
、

名
古
屋
、
大
阪
、
福
岡
）
に
も
地
方
会
場
を

設
け
て
実
施
さ
れ
た
。

渋
谷
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
両
キ
ャ
ン
パ
ス
の

試
験
会
場
で
は
寒
空
の
下
、
受
験
生
た
ち
が

入
り
口
前
の
掲
示
板
で
受
験
票
を
片
手
に
自

身
の
受
験
教
室
を
確
認
し
、
緊
張
し
た
面
持

ち
で
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
に
向
か
う
姿
が
見
ら

れ
た
。

試
験
は
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
終
了

し
、
合
格
発
表
は
14
日
に
行
わ
れ
た
。
後
期

一
般
選
抜
入
学
試
験
で
あ
る
B
日
程
入
学
試

験
は
、
3
月
2
日
に
渋
谷
・
た
ま
プ
ラ
ー
ザ

両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
さ
れ
る
予
定
。

２
月
４
日
は
「
立
春
」
で
あ
る
。
暦
の
上
で
は

春
の
始
ま
り
を
告
げ
る
二
十
四
節
気
の
ひ
と
つ

だ
。
そ
し
て
、
立
春
を
過
ぎ
る
と
「
雨
水
」
と
い

う
時
期
に
移
り
変
わ
る
。
雪
が
雨
へ
と
変
わ
り
、

厳
し
い
冬
か
ら
春
へ
と
静
か
に
移
り
変
わ
っ
て
い

く
頃
を
指
す
ら
し
い
。
私
は
こ
の
「
雨
水
」
の
時

期
が
好
き
だ
。
体
感
と
し
て
は
ま
だ
寒
く
、
春
の

訪
れ
を
実
感
で
き
る
日
ば
か
り
で
は
な
い
。
し
か

し
、
土
の
下
で
は
、
生
命
が
次
の
季
節
に
向
け
て

着
実
に
準
備
を
進
め
て
い
る
。
目
に
は
見
え
な
く

と
も
、
確
か
な
変
化
が
積
み
重
な
っ
て
い
る
。
言

う
な
れ
ば
、
目
覚
め
る
直
前
の
段
階
な
の
で
あ
る

▼
こ
の
時
期
、
受
験
生
は
、
晴
れ
や
か
な
春
の
季

節
が
訪
れ
る
こ
と
を
信
じ
、
大
学
受
験
に
臨
ん
で

い
る
。
大
学
４
年
生
は
、
春
か
ら
始
ま
る
社
会
人

と
し
て
の
新
た
な
生
活
に
期
待
と
不
安
を
抱
き
な

が
ら
、
最
後
の
充
電
期
間
と
も
い
え
る
春
休
み
を

過
ご
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
▼
大
学
4
年
生
の
中

に
は
、
卒
業
旅
行
を
計
画
し
て
い
る
者
も
多
い
は

ず
だ
。
こ
れ
か
ら
別
々
の
道
に
進
む
親
友
と
旅
を

し
、
社
会
人
に
な
る
こ
と
へ
の
不
安
を
語
り
合
い

な
が
ら
、
普
段
は
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
景
色
を

眺
め
る
。
そ
う
し
た
時
間
は
、
社
会
に
出
る
自
分

自
身
を
見
つ
め
直
す
機
会
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

自
分
に
は
、
道
が
分
か
れ
て
も
心
が
通
い
合
う
友

が
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
改
め
て
実
感
さ
せ

て
く
れ
る
。
そ
れ
は
と
て
も
意
義
深
い
時
間
で
あ

る
▼
受
験
生
も
、
大
学
４
年
生
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
大
き
な
花
を
咲
か
せ
る
た
め
、
最
後
の
仕

上
げ
を
し
て
い
る
。
さ
あ
、
準
備
を
始
め
よ
う
。

君
た
ち
の
春
は
着
実
に
近
づ
い
て
い
る
。

A
日
程
入
学
試
験

東海林孝一
　　准教授

星野広和
　　教授

約
1
万
６
０
０
０
人
が
志
願

4
面
に
続
く

は
る
か
す
も
の

み

開設20周年を迎えた経済学部経営学科
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定期号（毎月20日発行）　1部20円

祭　儀 ■ 月次祭　3月2日（月）　午前10時　神殿　■ 卒業奉告祭　3月21日（土）　午前10時　神殿

主な内容

K：DNA最終面から

２面／人間開発学部 学部長賞 16人を表彰・観光まちづくり学部 学部長賞 15人を表彰　３面／令和7年度 補正予算成立　４面／経営学科の20年を語る
５面／経営学科開設20周年 東急ホテルズ＆リゾーツ・武井隆社長（院友）が記念講演  「ホテルを旅の『目的地』に」　 ６・７面／珠玉の8作品を紹介  高校生向け２コンテスト

Ⅰ面／教員と築き、地域を支える。支援学生の会「ちーへる」代表が語る学びの形

「
曾
我
の
里
」

今
は　

鼕
も
ま
た
く　

過
ぎ
た
り
。

　

日
あ
た
り
に　

　
　

ひ
と
し
き
り
づ
ゝ
降
る

　
　
　

梅
の
花

�
『
遠
や
ま
ひ
こ
』
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渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
さ
れ
て
い
る
共

通
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
科

目
「
共
存
・
共
生
の
思
想
（
持
続
可
能
な
社

会
へ
の
取
り
組
み
）」
の
授
業
で
、
１
月
14

日
、
大
学
へ
の
施
策
提
言
が
行
わ
れ
た
＝
写

真
。こ

の
科
目
は
認
定
N
P
O
法
人
・
開
発
教

育
協
会
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
る
ア
ク
テ

ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
の
授
業
で
、
持
続
可
能

な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
理
念
を
起
点

に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
貧
困
、
食
、
気
候
問
題

な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
各
分
野
の
専
門
家
を

ゲ
ス
ト
講
師
に
迎
え
た
授
業
を
行
っ
て
い

る
。
第
11
回
以
降
の
授
業
で
は
、
99
人
の
受

講
生
が
5
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

大
学
に
お
け
る
課
題
を
検
討
し
、
学
内
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
し
て
解
決
策

を
模
索
し
て
き
た
。

当
日
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
大
学
へ
の
施

策
提
言
を
行
っ
た
。
約
20
グ
ル
ー
プ
が
4
チ

ー
ム
に
分
か
れ
、
太
田
直
之
副
学
長
（
人
間

開
発
学
部
長
、教
授
）、捧
剛
・
共
通
教
育
セ

ン
タ
ー
長
（
法
学
部
教
授
）、星
野
光
樹
・
学

修
支
援
セ
ン
タ
ー
長
（
神
道
文
化
学
部
准
教

授
）、
根
岸
毅
宏
・
経
済
学
部
長
（
教
授
）、

本
科
目
を
担
当
す
る
茢
田
真
司
・
法
学
部
長

（
教
授
）
ら
に
向
け
て
、調
査
内
容
と
課
題
解

決
策
を
発
表
。
提
言
内
容
は
、
フ
ー
ド
ロ
ス

対
策
や
ジ
ェ
ン

ダ
ー
レ
ス
ト
イ

レ
の
設
置
な
ど

多
岐
に
わ
た

り
、
出
席
し
た

教
員
か
ら
は
、

実
現
可
能
性
や

調
査
内
容
に
つ

い
て
助
言
が
寄

せ
ら
れ
た
。
学

生
た
ち
か
ら
は

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

視
点
で
大
学
を

見
つ
め
直
す
こ

と
で
多
く
の
気

付
き
が
あ
っ

た
。
自
分
た
ち

に
で
き
る
こ
と

は
何
か
を
改
め

て
考
え
、
改
善

策
を
実
行
し
て

い
き
た
い
」
と

前
向
き
な
声
が

聞
か
れ
た
。

大学院委員長特別賞 4人を表彰

大学院委員長特別賞の表彰式が1月14日、渋谷
キャンパスで行われた。受賞者は、佐藤長門・大
学院委員長（文学部教授）、高橋信行・法学研究科
幹事（法学部教授）から表彰状と副賞を受け取っ
た＝写真。

同賞は優秀な学業成績を収めた学生をたたえ、
誇りをもって研究活動を継続してもらうために表
彰を行う制度として創設された。

受賞者は以下の通り。（敬称略）
◆受賞者▷野口雄五（博前文2）▷岸澤美希（同1）
▷木村俊哉（博後文3）▷友樹（博後法1）

就職活動支援イベントを開催
本学学生を採用する意向の強い企業を招いて実

施する学内合同企業説明会が、1月30日にオンラ
イン、2月9日と10日には渋谷キャンパス、12日
にはたまプラーザキャンパスで開催され、延べ約
2100人の学生が参加。約90社の採用担当者から
企業紹介や選考についての説明がなされ、学生た
ちが熱心に耳を傾けた。

2月7日には、1〜3年生に向けて、企業や自治体
などで活躍する院友（卒業生）らがアドバイスす
るOBOG・内定者アドバイス会が渋谷キャンパ
スで開催され、延べ約450人の学生が参加した。
当日は、全国各地から集った院友約70人と、就職
活動を終えた4年生が参加学生へアドバイスし
た。 

教派神道連合会との
包括連携協定を締結

国学院大学（学長・針本正行）と教派神道連合
会（理事長・宍野史生）は、包括的な連携のもと
相互に協力し、双方の今後の発展に寄与すること
によって、より良い社会の創生を目指すことを目
的に、相互連携および協力に関する基本協定を締
結した。
◆連携・協力事項▷教育に関する事項▷研究に関
する事項▷施設相互利用に関する事項▷人材育成
及び相互支援に関する事項▷その他、本協定の目
的を達成するために必要な事項

人間開発学部 学部長賞 16人を表彰

観光まちづくり学部 学部長賞 15人を表彰

交換留学生6人が修了

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
の
設

置
理
念
に
基
づ
く
、
同
学
部
生

に
よ
る
優
れ
た
成
果
や
活
動
を

た
た
え
る
「
観
光
ま
ち
づ
く
り

学
部
学
部
長
賞
」の
表
彰
式
が
、

1
月
14
日
に
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、
15
人
が

表
彰
さ
れ
た
＝
写
真
。

西
村
幸
夫
・
観
光
ま
ち
づ
く

り
学
部
長
（
教
授
）
か
ら
受
賞

者
一
人
一
人
に
表
彰
状
と
副
賞

が
手
渡
さ
れ
、「
チ
ー
ム
で
活
動

に
取
り
組
む
姿
を
見
て
、
教
員

が
授
業
を
通
し
て
伝
え
た
か
っ

た
『
み
ん
な
で
一
緒
に
取
り
組

む
』
と
い
う
姿
勢
を
見
事
に
体

現
し
、
成
果
を
出
し
て
く
れ
た

と
感
じ
る
」
と
受
賞
者
を
た
た

え
た
。
受
賞
者
か

ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
を
通
じ
て
得

た
学
び
や
、
今
後

の
抱
負
な
ど
が
語

ら
れ
、
参
加
し
た

同
学
部
の
教
員
か

ら
温
か
い
拍
手
が

送
ら
れ
た
。
受
賞

者
は
次
の
通
り
。

（
敬
称
略
）

◆
観
光
ま
ち
づ
く

り
学
科
▼
4
年
▽

内
田
大
翔
▽
林
周

▽
鶏
徳
周
太
▽
境

一
真
▽
安
藤
那
穂

▽
宮
嶋
花
奈
▽
町

田
恵
望
▽
鈴
木
美

優
香
▼
3
年
▽
関

優
斗
▽
松
岡
健
翔

▽
岡
﨑
由
佳
▽
橋

口
心
▽
伊
藤
愛
梨

▽
鈴
木
敬
太
▼
2

年
▽
染
谷
彩
乃

　
人
間
開
発
学
部
の
理
念
に
基

づ
く
優
れ
た
実
践
活
動
を
行
っ

た
学
生
を
表
彰
す
る
「
人
間
開

発
学
部
学
部
長
賞
」
の
表
彰
式

が
１
月
14
日
に
た
ま
プ
ラ
ー
ザ

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、
16
人

が
表
彰
さ
れ
た
＝
写
真
。

　
今
回
の
表
彰
で
は
、
地
域
住

民
向
け
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施

し
た
サ
ー
ク
ル
で
の
活
動
や
、

個
人
で
取
り
組
ん
だ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
で
の
実

績
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。
表
彰

式
で
は
太
田
直
之
・
人
間
開
発

学
部
長
（
副
学
長
、
教
授
）
か

ら
受
賞
者
に
表
彰
状
と
副
賞
、

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
る
と
、
同

席
し
た
教
員
か
ら
惜
し
み
な
い

拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　
翌
15
日
に
は
受
賞
者
と
教
職

員
が
学
部
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い

て
話
し
合
う
「
人
間
開
発
学
部

学
生
懇
談
会
」
を
開
催
。
参
加

し
た
学
生
か
ら
は
、
学
生
同
士

の
交
流
活
性
化
や
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
確

保
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
あ
が
っ

た
。
受
賞
者
は
次
の

通
り
。（
敬
称
略
）

◆
初
等
教
育
学
科
▼

4
年
▽
杉
浦
冬
雪
▼

3
年
▽
伊
藤
蒼
▽
小

宮
愛
香
▽
佐
藤
大
空

▽
西
山
諒
英
▼
2
年

▽
長
野
正
武

◆
健
康
体
育
学
科
▼

3
年
▽
後
藤
美
帆
▽

萩
原
柊
子
▽
平
尾
彩

乃◆
子
ど
も
支
援
学
科

▼
4
年
▽
佐
藤
光
莉

▼
3
年
▽
大
槻
結
菜

▽
サ
キ
ャ
花
蓮
▽
髙

橋
花
怜
▽
山
本
楓
雅

▽
吉
崎
菜
々
子
▼
2

年
▽
田
川
桃
香

国際交流送別会

国
際
交
流
推
進
部
が
主
催
す
る
国
際

交
流
送
別
会
が
1
月
23
日
、
渋
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
有
栖
川
宮
記
念
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
＝
写
真
。
留
学
期
間
を
終
え
る

大
学
院
交
換
留
学
生
1
人
、
K
︱

S
T
E
P
交
換
留
学
生
2
人
、
同
科
目

等
履
修
生
3
人
を
送
る
セ
レ
モ
ニ
ー

に
、
学
生
・
教
職
員
ら
約
40
人
が
参
加

し
た
。

初
め
に
、
交
換
留
学
生
の
授
業
を
担

当
し
た
星
野
靖
二
・
研
究
開
発
推
進
機

構
教
授
が
「
留
学
を
通
し
て
、同
じ
空
間

で
同
じ
経
験
を
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と

は
大
き
な
財
産
に
な
る
」と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、留
学
生
一
人
一
人
が
壇
上
に
上

が
り
、田
原
裕
子
・
国
際
交
流
推
進
部
長

（
経
済
学
部
教
授
）
か
ら
修
了
証
が
授
与

さ
れ
た
。
交
換
留
学
生
た
ち
が「
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」な
ど
と
日

本
語
で
ス
ピ
ー
チ
す
る
と
、会
場
か
ら
温

か
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

最
後
は
、
エ
リ
ッ
ク
・
シ
ッ
ケ
タ
ン

ツ
・
神
道
文
化
学
部
准
教
授
が
「
皆
さ

ん
が
得
た
た
く
さ
ん
の
経
験
、
楽
し
い

思
い
出
と
と
も
に
上
達
し
た
日
本
語
を

大
切
に
し
て
ほ
し
い
。
お
め
で
と
う
」

と
英
語
で
エ
ー
ル
を
送
り
、
交
換
留
学

生
代
表
2
人
の
音
頭
に
よ
る
三
本
締
め

が
行
わ
れ
た
。

学生たちが SDGs の視点で施策提言
共通教育科目「共存・共生の思想（持続可能な社会への取り組み）」
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第
　
　
　回
73

明
治
15
（
1
8
8
2
）
年
に
開
校
し

た
皇
典
講
究
所
は
、
神
道
と
国
学
を
学

ぶ
学
校
、
い
わ
ば
神
職
養
成
と
古
典
研

究
を
担
う
学
校
で
あ
っ
た
。
皇
典
講
究

所
の
教
程
に
は
、文
学
部
（
知
育
）・
作

業
部
（
体
育
）
が
設
け
ら
れ
た
。
文
学

部
で
は
「
専
ら
典
籍
に
就
い
て
学
術
を

研
究
」す
べ
く
、修
身
・
歴
史
・
法
令
・

文
章
の
４
学
科
が
置
か
れ
た
。
修
身
科

で
は
「
専
ら
我
が
古
典
を
教
授
」
す
る

も
の
と
さ
れ
、道
徳
教
育
た
る
修
身
は
、

古
典
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
皇
典

講
究
所
の
寄
付
行
為
第
三
条
で
は
、「
…

典
故
文
献
ヲ
研
究
シ
…
」と
あ
っ
た
が
、

戦
後
に
皇
典
講
究
所
が
発
展
的
に
解
消

さ
れ
、
財
団
法
人
国
学
院
大
学
と
し
て

独
立
し
た
と
き
に
寄
附
行
為
第
三
条
は

「
…
古
典
ヲ
講
究
シ
、神
道
ヲ
闡
明
シ
テ

日
本
文
化
ノ
神
髄
ヲ
顕
揚
シ
…
」
と
さ

れ
た
。
寄
付
行
為
に
「
古
典
」
が
明
文

化
さ
れ
た
の
は
こ
の
と
き
で
あ
り
、「
神

道
」
の
記
載
も
戦
後
か
ら
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
、
現
在
の
本
学
の
学
則
第
一
条

の
「
本
学
は
神
道
精
神
に
基
づ
き
人
格

を
陶
冶
し
…
」、学
校
法
人
国
学
院
大
学

寄
附
行
為
第
三
条
の
「
古
典
を
講
じ
神

道
を
究
め
汎
く
人
文
に
関
す
る
諸
学
の

理
論
及
び
応
用
を
研
究
教
授
し
…
」
と

い
う
条
文
へ
と
展
開
し
て
き
た
。
本
学

に
と
っ
て
神
道
と
古
典
研
究
が
重
要
な

位
置
づ
け
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

明
治
21
（
1
8
8
8
）
年
に
、
憲
法

発
布
や
国
会
開
設
が
間
近
に
迫
っ
て
く

る
な
か
、
司
法
大
臣
の
山
田
顕
義
と
憲

法
や
教
育
勅
語
の
起
草
に
も
与
っ
て
い

た
井
上
毅
は
皇
典
講
究
所
の
役
割
を
重

視
し
、
そ
の
拡
張
の
た
め
、
同
所
規
則

の
改
正
を
行
う
。『
百
年
史
』
に
よ
る

と
、「
古
典
を
本
と
し
て
信
拠
す
べ
き
歴

史
を
明
ら
か
に
し
、
我
が
道
と
す
る
国

家
の
基
を
講
じ
、
皇
室
の
尊
厳
な
る
所

以
と
国
民
が
今
日
ま
で
経
歴
し
て
来
た

由
来
と
を
講
究
し
、
時
勢
に
即
応
す
る

施
策
を
樹
て
よ
う
と
企
て
た
」と
あ
る
。

山
田
は
初
代
皇
典
講
究
所
所
長
と
な

り
、
拡
張
計
画
を
実
施
し
明
治
23
年
に

国
学
院
が
開
校
し
た
。

国
学
院
の
校
名
は
近
世
の
「
国
学
」

に
遡
る
。
本
居
宣
長
『
う
ひ
山
ふ
み
』

で
は
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
ほ

か
宣
長
の
著
作
を
読
む
よ
う
に
と
し
な

が
ら
、そ
の
他
に
『
古
語
拾
遺
』『
万
葉

集
』、『
続
日
本
紀
』
な
ど
の
六
国
史
、

「
宣
命
」『
延
喜
式
』『
姓
氏
録
』『
和
名

抄
』
な
ど
、
数
々
の
古
典
を
列
挙
し
て

い
る
。
宣
長
は
、
学
問
は
神
の
道
に
通

じ
て
い
る
と
し
、
学
び
に
必
要
な
古
典

を
「
神
典
」
と
称
し
て
い
る
。
宣
長
に

影
響
を
受
け
た
平
田
篤
胤
も
『
童
蒙
入

学
門
』
で
、「
夫
れ
大
道
（
神
道
の
こ

と
）
は
、
神
典
に
存
す
。
心
を
神
典
に

潜
め
て
道
の
蘊
奥
を
貫
く
べ
し
」
と
述

べ
る
。
皇
典
講
究
所
・
国
学
院
で
は
、

平
田
派
の
国
学
者
た
ち
が
教
壇
に
立
っ

た
が
、
道
を
説
く
た
め
に
古
典
を
重
視

す
る
姿
勢
は
江
戸
期
由
来
の
本
学
の
特

徴
で
あ
る
。

皇
典
講
究
所
開
校
式
に
お
い
て
、
有

栖
川
宮
幟
仁
親
王
か
ら
賜
っ
た
告
諭
の

一
文
「
凡
學
問
ノ
道
ハ
本
ヲ
立
ツ
ル
ヨ

リ
大
ナ
ル
ハ
莫
シ
」
は
、
本
学
の
建
学

の
精
神
の
基
底
を
な
す
。
本
年
は
幟
仁

親
王
薨
去
後
、１
４
０
年
に
あ
た
る
が
、

告
諭
に
示
さ
れ
た
指
針
は
、
近
世
の
潮

流
を
受
け
つ
つ
、
現
在
の
国
学
院
に
受

け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

�

研
究
開
発
推
進
機
構 

准
教
授 

渡
邉
卓

神
道
と
古
典
と

資金収支補正予算書 令和7年4月1日から令和8年3月31日まで
収入の部

科　　目 補正予算 予算 増減
学生生徒等納付金収入 15,101 14,572 529
手数料収入 727 728 △1
寄付金収入 175 298 △123
補助金収入 4,217 3,303 914
資産売却収入 0 0 0
付随事業・収益事業収入 242 222 20
受取利息・配当金収入 257 179 78
雑収入 365 270 95
借入金等収入 600 601 △1
前受金収入 2,840 2,719 121
その他の収入 1,852 1,974 △122
資金収入調整勘定 △3,129 △3,108 △21
当年度収入合計 23,247 21,757 1,490
前年度繰越支払資金 8,588 7,660 928
収入の部合計 31,835 29,417 2,418

支出の部
科　　目 補正予算 予算 増減

人件費支出 10,647 10,540 107
教育研究経費支出 6,212 4,874 1,338
管理経費支出 1,443 1,436 7
借入金等利息支出 15 8 7
借入金等返済支出 600 600 0
施設関係支出 796 1,049 △253
設備関係支出 554 505 49
資産運用支出 3,130 2,395 735
その他の支出 600 433 167
予備費 271 294 △23
資金支出調整勘定 △668 △483 △185
当年度支出合計 23,600 21,651 1,949
翌年度繰越支払資金 8,235 7,766 469
支出の部合計 31,835 29,417 2,418

（単位：百万円）

（単位：百万円）事業活動収支補正予算書 令和7年4月1日から令和8年3月31日まで
科　　目 補正予算 予算 増減

教
育
活
動
収
支

事業活動
収入の部

学生生徒等納付金 15,101 14,572 529
手数料 727 728 △1
寄付金 173 294 △121
経常費等補助金 4,191 3,268 923
付随事業収入 192 171 21
雑収入 365 270 95
教育活動収入計 20,749 19,303 1,446

事業活動
支出の部

人件費 11,158 10,450 708
教育研究経費 8,021 6,623 1,398
管理経費 1,548 1,573 △25
教育活動支出計 20,727 18,646 2,081

教育活動収支差額 22 657 △635
教
育
活
動
外
収
支

事業活動
収入の部

受取利息・配当金 256 179 77
その他の教育活動外収入 50 50 0
教育活動外収入計 306 229 77

事業活動
支出の部

借入金等利息 15 8 7
その他の教育活動外支出 0 0 0
教育活動外支出計 15 8 7

教育活動外収支差額 291 221 70
経常収支差額 313 878 △565

科　　目 補正予算 予算 増減

特
別
収
支

事業活動
収入の部

資産売却差額 0 0 0
雑収入 0 0 0
その他の特別収入 33 44 △11
特別収入計 33 44 △11

事業活動
支出の部

資産処分差額 1 0 1
その他の特別支出 626 0 626
特別支出計 627 0 627

特別収支差額 △594 44 △638
【予備費】 271 294 △23
基本金組入前当年度収支差額 △552 628 △1,180
基本金組入額合計 △1,268 △1,402 134
当年度収支差額 △1,820 △774 △1,046
前年度繰越収支差額 △9,576 △10,886
基本金取崩額 17 0
翌年度繰越収支差額 △11,379 △11,660

（参考）
事業活動収入計 21,089 19,576 1,513
事業活動支出計 21,641 18,948 2,693
※■ �第1号基本金…教育の質向上のために取得した固定資産の価格

※

令
和
7
年
度
学
校
法
人
国
学
院
大
学

補
正
予
算
は
、
2
月
13
日
の
評
議
員
会

へ
の
諮
問
を
経
て
、
同
日
の
理
事
会
に

お
い
て
決
定
、
成
立
し
た
。

◇
事
業
活
動
収
支
補
正
予
算

事
業
活
動
収
支
は
、
当
該
年
度
の
①

教
育
活
動
②
教
育
活
動
以
外
の
経
常
的

な
活
動
③
前
記
以
外
の
活
動
︱
︱
以
上

三
つ
の
活
動
に
対
応
す
る
事
業
活
動
収

入
及
び
事
業
活
動
支
出
の
内
容
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て

い
る
。

令
和
7
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て

は
、
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差
額

は
法
人
全
体
で
5
億
5
2
0
0
万
円
の

支
出
超
過
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
な

お
、
支
出
超
過
の
主
な
要
因
は
、
私
立

学
校
法
改
正
に
伴
う
学
校
法
人
会
計
基

準
の
変
更
に
よ
る
賞
与
引
当
金
等
を
新

た
に
計
上
し
た
た
め
で
あ
る
。

◇
資
金
収
支
補
正
予
算

資
金
収
支
の
内
容
は
、
会
計
年
度
中

の
す
べ
て
の
収
入
お
よ
び
支
出
の
内
容

と
支
払
資
金
の
顛て

ん

末ま
つ

を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

本
補
正
予
算
総
額
は
３
１
８
億
３
５

０
０
万
円
で
、
当
初
予
算
額
対
比
24
億

１
８
０
０
万
円
の
増
額
と
な
っ
た
。
収

入
面
で
は
、
多
子
世
帯
へ
の
支
援
拡
充

を
含
む
高
等
教
育
修
学
支
援
新
制
度
の

影
響
に
よ
り
補
助
金
収
入
が
増
加
す
る

見
込
み
で
あ
る
一
方
で
、
支
出
面
に
お

い
て
も
同
額
の
奨
学
費
を
計
上
し
て
お

り
、
法
人
全
体
の
収
支
に
影
響
を
与
え

る
も
の
で
は
な
い
。

詳
細
は
、
学
校
法
人
国
学
院
大
学
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
し
て
い
る
。

�

（
財
務
部
経
理
課
）

令
和
7
年
度 

補
正
予
算
成
立

　

国学院大学生協への出資金返還
内�生協加入時にお預かりした出資金の返還手続きを開
始します。令和7年度の手続き詳細は生協HP（https://
www.kgucoop.or.jp/henkan2.html）をご
覧ください。返還期限は令和10（2028）
年2月末です。期限内での返還手続きをお
願いいたします。

日3月3日㈫～
対令和7年度卒業生
問生協事務所（☎03・5466・0165）

内内容 日日にち 時時間 場場所 対対象 定定員 料料金 申申し込み 問問い合わせ
…在学生 …保証人 …卒業生 …一般 …受験生インフォダイジェスト

大学からのお知らせ

『
童
蒙
入
学
門
』

博物館
企画展「和の硯−SUZURI−」

内 �本展では、硯の中でも日本の硯、「和硯」に注目し、その魅力に迫
ります。国学院大学で教鞭をとられた故佐野光一教授が蒐集した
純国産1500面の中から厳選した約200面、江戸時代から現代のも
のまで、全国26産地の硯が並びます。
　�中国で生まれ日本に伝わった硯は、1300年以上の歴史をもち、材
質や大きさ、装飾などさまざまに変化していきました。日本の石
硯について、ここまでの種類と点数をご紹介する展覧会は国内初
となります。ぜひ「和の硯」の世界へ足をお運びください。

日3月7日㈯～5月10日㈰
場博物館企画展示室

料無料
時 10～18時（最終入館17時30分）。下記企画展開催中は不定休。

開館状況を博物館HPで確認ください。※�博物館関連イベントの問い合わせは☎03・5466・0359
　『國學院大學学報』では、読者の皆さ
まからのご意見・ご感想を募集してい
ます。今後の紙面作りの参考にさせて
いただきますので、以下（二次元コー
ド）のフォームから、ぜひご協力をお
願いいたします。昨年度のアンケート
結果は、学報バックナンバ
ーページ（https://www.
ko kuga ku i n . a c . j p /
about/efforts/p20）でご
確認ください。
問広報課（☎03・5466・0130）

読者アンケート
本紙へのご感想をお待ちしています
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経
済
学
部
ゼ
ミ
成
果
発
表
会
が
、
昨
年

12
月
14
日
に
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
＝
写
真
。
こ
の
発
表
会
は
、
学
科
や

学
年
の
枠
を
超
え
、
専
門
分
野
の
異
な
る

ゼ
ミ
ご
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
学
び
の
成

果
を
発
表
し
、
意
見
や
情
報
の
交
換
を
通

じ
て
知
識
を
深
め
合
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

今
回
は
経
営
学
科
20
周
年
記
念
講
演
と

同
日
に
開
催
さ
れ
、
普
段
の
ゼ
ミ
活
動
で

行
わ
れ
て
い
る
研
究
発
表
と
、
本
年
度
の

共
通
論
題
「
成
長
」
に
基
づ
く
テ
ー
マ
発

表
の
2
種
類
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。
11
の

ゼ
ミ
に
所
属
す
る
2
〜
4
年
生
か
ら
な
る

41
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
商
店
街
の
衰
退
や

公
園
の
再
整
備
と
い
っ
た
社
会
的
な
課
題

に
対
す
る
解
決
策
の
提
案
や
、
企
業
と
合

同
で
取
り
組
ん
だ
調
査
研
究
の
成
果
な
ど

に
つ
い
て
発
表
を
行
っ
た
。
発
表
後
に
は

教
員
や
学
生
ら
か
ら
質
問
が
飛
び
交
う
、

白
熱
し
た
議
論
が
行
わ
れ
た
。

各
ゼ
ミ
の
研
究
内
容
や
雰
囲
気
を
直
接

知
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
と
あ
っ
て
、
会

場
に
は
ゼ
ミ
加
入
前
の
1
年
生
や
学
生
の

家
族
ら
も
多
数
訪
れ
、
学
生
た
ち
の
発
表

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

東急ホテルズ＆リゾーツ・武井隆社長（院友）が記念講演

学生たちがゼミでの学びを発表

「ホテルを旅の『目的地』に」
「
経
営
学
科
20
周
年
記
念
講
演
」が
昨
年

12
月
14
日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
＝
写
真
。
本
学
院
友
（
卒
業
生
）
で

同
年
６
月
に
東
急
ホ
テ
ル
ズ
＆
リ
ゾ
ー
ツ

株
式
会
社
の
取
締
役
社
長
に
就
任
し
た
武

井
隆
氏
（
昭
63
卒
・
96
期
経
）
が
「
変
わ

り
ゆ
く
渋
谷
と
観
光
業
：
ホ
テ
ル
経
営
者

の
視
点
か
ら
」
と
題
し
て
講
演
し
、
大
教

室
を
埋
め
た
学
生
や
父
母
、
院
友
ら
が
熱

心
に
聴
講
し
た
。

武
井
氏
は
昭
和
63
（
１
９
８
８
）
年
に

株
式
会
社
東
急
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
（
現　

東
急
ホ
テ
ル
ズ
&
リ
ゾ
ー
ツ
）に
入
社
し
、

ベ
ル
ボ
ー
イ
な
ど
現
場
勤
務
を
経
て
、
平

成
３
（
１
９
９
１
）
年
に
本
社
総
務
部
総

務
課
に
異
動
し
た
。「
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
は
絶

対
自
分
に
は
合
わ
な
い
と
思
っ
て
い
た
の

で
最
初
は
悩
ん
だ
が
、
総
務
課
の
仕
事
は

何
で
も
あ
り
。
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
聞
か

れ
た
り
頼
ま
れ
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、

一
緒
に
働
い
て
い
る
会
社
の
人
が
私
の

〝
お
客
様
〟
だ
と
考
え
方
が
変
わ
り
、仕
事

が
楽
し
く
な
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

平
成
18
年
か
ら
は
店
舗
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ホ
テ
ル
の
成
長

戦
略
を
担
い
、
全
国
12
カ
所
の
ホ
テ
ル
立

ち
上
げ
に
携
わ
っ
た
。
そ
の
間
に
遭
遇
し

た
の
が
、
平
成
25
年
の
東
京
五
輪
招
致
決

定
を
き
っ
か
け
に
し
た
ホ
テ
ル
の
出
店
ラ

ッ
シ
ュ
だ
っ
た
。「
他
業
種
が
参
入
し
、泊

ま
る
だ
け
の
ホ
テ
ル
の
乱
立
が
目
に
見
え

て
い
た
。
お
客
様
か
ら
『
こ
こ
に
泊
ま
り

た
い
』
と
指
名
さ
れ
る
よ
う
な
ホ
テ
ル
を

つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
宿
泊
産
業
の
争
い

に
勝
て
な
い
と
考
え
た
」
と
武
井
氏
は
述

べ
た
。
そ
こ
で
始
め
た
の
が
ホ
テ
ル
を
旅

の
「
目
的
地
」
に
す
る
取
り
組
み
だ
。
そ

の
一
つ
が
平
成
30
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、

多
摩
川
を
挟
ん
で
羽
田
空
港
の
対
岸
に
あ

る
川
崎
キ
ン
グ
ス
カ
イ
フ
ロ
ン
ト
東
急
Ｒ

Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
。
武
井
氏
は
「
観
光
地
か
ら

は
離
れ
た
立
地
だ
が
、
そ
こ
で
ヨ
ガ
を
や

る
と
か
、
自
転
車
で
や
っ
て
き
て
ホ
テ
ル

で
遊
ぶ
と
か
、
目
的
地
に
す
る
こ
と
で
お

客
様
が
集
ま
り
、
現
在
の
稼
働
率
は
90
％

を
超
え
る
」
と
話
し
、
他
社
と
の
競
合
の

中
で
の
差
別
化
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

講
演
で
は
変
貌
を
続
け
る
渋
谷
の
未
来

像
も
語
ら
れ
た
。
東
急
グ
ル
ー
プ
は
「
広

域
渋
谷
圏（
Ｇ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ

Ｕ
Ｙ
Ａ
）
構
想
」
の
も
と
再
開
発
を
行
っ

て
い
る
。
一
見
ラ
ン
ダ
ム
な
街
の
変
化
も

戦
略
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
と
武
井
氏
は

話
し
、「
線
路
の
引
き
方
、つ
な
ぎ
方
一
つ

で
人
流
が
変
わ
る
。
ま
ず
交
通
イ
ン
フ
ラ

が
整
え
ら
れ
、
人
が
集
ま
っ
て
く
る
街
が

つ
く
ら
れ
る
」
と
普
段
は
意
識
し
に
く
い

観
点
を
指
摘
し
た
。

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、渋
谷
を「
通

過
型
」
か
ら
「
滞
在
型
」
の
街
に
変
え
る

方
策
に
つ
い
て
の
質
問
を
受
け
て
武
井
氏

は
「
ナ
イ
ト
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
」

と
「
体
験
」
と
い
う
二
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
示
し
、「
ホ
テ
ル
と
い
う
安
全
性
が
保
た

れ
た
空
間
に
魅
力
的
な
ナ
イ
ト
ス
ポ
ッ
ト

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
と
、
日
本
で
し
か

体
験
で
き
な
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
増
や
す
こ

と
を
考
え
て
い
る
」
と
回
答
。
さ
ら
に
外

国
人
観
光
客
に
と
っ
て
「
一
番
行
っ
て
み

た
い
街
」
で
あ
る
渋
谷
を
日
本
の
旅
行
の

ハ
ブ
、
す
な
わ
ち
「
起
点
」
と
捉
え
る
こ

と
も
重
要
だ
と
述
べ
た
。

経営学科開設20周年

ゼミ成果発表会

開
設
20
周
年
を
迎
え
た
経
済
学
部
経
営
学
科

経営学科の20年を語る

とと
―
―
経
営
学
科
が
開
設
さ
れ
た
当
時

の
経
緯
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

東
海
林　
私
は
本
学
経
済
学
部
を

卒
業
し
、平
成
３（
１
９
９
１
）
年
に

教
員
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
3
年
当

時
は
経
済
学
科
の
み
の
１
学
科
で
経

済
ま
た
は
経
営
に
寄
せ
た
履
習
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
経
営
関
連
科
目

の
履
習
が
多
く
、
も
と
も
と
潜
在
的

な
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
と
言
え
る
で
し

ょ
う
。
そ
の
後
、
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
学
科
（
第
一
部
）、産
業
消
費

情
報
学
科
（
第
二
部
）
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
が
、
昼
夜
開
講
制
へ
の
移
行

と
相
ま
っ
て
、
産
業
消
費
情
報
学
科

（
平
成
13
年
に
募
集
停
止
）の
コ
ン
セ

プ
ト
を
生
か
し
つ
つ
、
平
成
17
年
に

経
営
学
科
が
誕
生
し
ま
し
た
。
私
た

ち
の
学
科
開
設
の
意
図
が
伝
わ
り
や

す
い
よ
う
に
、
名
称
は
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
に
「
経
営
学
科
」
と
す
る
よ
う

教
授
会
で
も
私
は
強
く
訴
え
ま
し
た
。

―
―
20
年
間
を
振
り
返
る
と
？

東
海
林　
学
生
の
皆
さ
ん
の
学
力

が
伸
び
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

最
近
で
は
公
認
会
計
士
試
験
に
在
学

中
、
そ
れ
も
３
年
次
に
現
役
合
格
す

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

就
職
実
績
も
大
幅
に
良
く
な
り
、
そ

れ
に
伴
っ
て
入
学
試
験
の
難
易
度
も

上
昇
し
て
き
ま
し
た
。

―
―
星
野
教
授
は
学
科
草
創
期
、
平

成
20
年
の
着
任
で
す
ね
。

星
野　
そ
の
頃
の
「
経
営
学
科
」

は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
会
計
情
報
と
い

う
二
つ
の
コ
ー
ス
に
縦
割
り
さ
れ
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
し
た
。「
ヒ
ト
、モ

ノ
、カ
ネ
」の
動
き
を
総
合
的
に
捉
え

る
経
営
学
と
し
て
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
べ
く
、令
和
２（
２
０
２
０
）

年
の
学
部
改
組
で
経
済
、
経
営
の
２

学
科
体
制
に
し
、
各
専
門
分
野
に
横

串
を
刺
す
と
と
も
に
、
し
っ
か
り
と

し
た
積
み
上
げ
式
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
す
る
な
ど
環
境
を
整
備
し
ま
し
た
。

―
―
令
和
３
年
に
は
経
済
学
部
長
に

就
任
し
、
改
革
を
着
実
に
実
行
へ
移

さ
れ
ま
し
た
。

星
野　
歴
史
、
数
学
、
統
計
な
ど

も
含
む
基
礎
科
目
を
学
科
問
わ
ず
必

修
化
し
、
1
年
次
必
修
科
目
の
基
礎

演
習
で
は
課
題
解
決
型
学
習
（
Ｐ
Ｂ

Ｌ
）も
積
極
的
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
て
培
っ
た
教
養
を
１
階
と
す

る
と
、
２
階
部
分
で
学
科
の
専
門
性

を
高
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の

上
に
主
体
的
な
学
び
が
あ
り
、
そ
の

集
大
成
が
卒
業
論
文
で
す
。
現
在
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
２
年
後
期
か

ら
所
属
す
る
ゼ
ミ
で
卒
業
論
文
を
必

修
と
し
、
ゼ
ミ
に
入
ら
な
い
選
択
も

で
き
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
卒
業
リ

ポ
ー
ト
を
課
し
て
い
ま
す
。
以
前
は

ゼ
ミ
に
入
る
学
生
は
５
～
６
割
程
度

で
し
た
が
、
今
で
は
約
８
割
の
学
生

が
ゼ
ミ
で
学
ん
で
い
ま
す
。

東
海
林　
私
の
ゼ
ミ
で
は
必
修
化

さ
れ
る
前
か
ら
ゼ
ミ
で
卒
業
論
文
を

提
出
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
学

生
は
卒
業
論
文
に
向
き
合
う
こ
と
で

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
卒
業
論
文
の

材
料
を
集
め
る
の
に
ス
マ
ホ
の
ネ
ッ

ト
ニ
ュ
ー
ス
で
は
と
て
も
足
り
ず
、

知
識
を
深
掘
り
す
る
必
要
が
あ
り
、

テ
ー
マ
に
つ
い
て
自
分
が
持
っ
て
い

た
イ
メ
ー
ジ
と
実
態
が
違
う
こ
と
に

気
づ
き
ま
す
。
そ
こ
か
ら
学
生
は
ど

ん
ど
ん
成
長
し
、
４
年
生
に
な
っ
て

か
ら
成
長
す
る
学
生
も
大
勢
い
ま
す
。

―
―
国
学
院
大
学
な
ら
で
は
の
経
営

学
科
の
特
長
、強
み
は
何
で
し
ょ
う
。

星
野　
ま
ず
、
経
済
学
科
と
一
緒

に
経
済
学
部
の
中
に
あ
る
こ
と
が
大

き
い
で
す
。
最
近
の
経
営
学
は
行
動

経
済
学
や
ゲ
ー
ム
理
論
と
い
っ
た
経

済
学
の
知
見
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や

経
営
戦
略
等
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す

か
ら
、
経
済
学
の
幅
広
い
分
野
を
学

科
の
枠
を
超
え
て
履
修
で
き
る
の
は

メ
リ
ッ
ト
で
す
。
ま
た
、
建
学
の
精

神
に
も
つ
な
が
る
「
日
本
」
を
意
識

し
た
教
育
を
学
科
の
ポ
リ
シ
ー
に
含

ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
１
年
次
に

は
「
日
本
の
経
済
」
と
い
う
必
修
科

目
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
時
代
で
す
が
、
学
生
に
は
ま

ず
身
近
な
日
本
の
経
済
、
経
営
の
仕

組
み
を
知
り
、
そ
れ
を
基
軸
に
し
て

海
外
に
目
を
向
け
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

東
海
林　
そ
の
意
味
で
「
渋
谷
に

あ
る
大
学
」
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
は
非

常
に
大
き
い
と
い
え
ま
す
。
大
学
は

渋
谷
と
一
緒
に
成
長
し
て
い
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
今
年
度
の
「
基
礎

演
習
Ｂ
」
と
い
う
科
目
で
は
東
急
ホ

テ
ル
ズ
＆
リ
ゾ
ー
ツ
株
式
会
社
と
コ

ラ
ボ
し
て
、
渋
谷
を
「
滞
在
型
」
の

街
に
す
る
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
１
年
生

が
考
え
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

し
ま
し
た
。
街
の
発
展
を
傍
観
者
と

し
て
眺
め
る
の
で
は
な
く
、「
基
礎
演

習
B
」
な
ど
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
通
じ
て
、

経
済
、
経
営
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
自
分

た
ち
の
生
活
に
関
係
し
て
い
る
意
識

が
持
て
る
の
は
本
学
の
強
み
で
す
。

―
―
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
化
や
生
成
Ａ
Ｉ

の
台
頭
な
ど
社
会
が
激
変
す
る
中
で
、

経
営
学
科
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
？

星
野　
今
の
学
生
は
効
率
重
視
と

い
う
か
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は
す
ぐ

に
ス
マ
ホ
で
調
べ
て
答
え
を
見
つ
け

て
き
ま
す
。
し
か
し
ス
マ
ホ
を
全
員

が
持
っ
て
い
る
な
ら
、
そ
こ
に
競
争

力
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
社
会
に
出
る

と
他
人
と
の
差
別
化
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
組
織
で
働
く
時
に
必
要
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
誠
実
さ
な
ど

人
に
好
か
れ
る
力
、
そ
し
て
失
敗
し

て
も
次
に
踏
み
出
す
力
と
い
っ
た
、

い
わ
ば「
人
間
力
」が
大
切
に
な
り
ま

す
。
人
と
人
の
ぶ
つ
か
り
合
い
を
経

て
、
課
題
解
決
の
ス
キ
ル
を
磨
く
場

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

東
海
林　
経
営
学
は
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
必
要
と
さ
れ
る
学
問
で
す
。

私
の
専
門
は
会
計
学
な
の
で
、
学
生

に
簿
記
の
資
格
を
取
得
し
て
も
ら
い

ま
す
。
簿
記
も
含
め
た
各
種
の
資
格

取
得
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
日
本
全

体
の
中
で
自
分
の
能
力
を
認
識
し
、

向
上
さ
せ
る
意
識
を
持
っ
て
も
ら

い
、
自
分
で
考
え
て
工
夫
す
る
力
を

身
に
つ
け
ま
す
。
自
分
が
置
か
れ
た

状
況
を
分
析
し
、
ど
う
行
動
す
べ
き

か
を
的
確
に
判
断
で
き
る
人
材
に
育

っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
学
生
と
卒
業
生
、そ
し
て

こ
れ
か
ら
本
学
を
目
指
す
高
校
生
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

東
海
林　
卒
業
生
に
よ
く
言
う
言

葉
は
、「
他
人
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
人

間
に
な
れ
」
で
す
。
大
学
を
サ
ー
ビ

ス
産
業
に
例
え
る
人
が
い
ま
す
が
、

私
は
「
メ
ー
カ
ー
」
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
次
の
時
代
を
担
う
人
材
を
育

て
る
製
造
業
と
。
新
入
生
を
立
派
に

育
て
、
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
人
材

と
し
て
卒
業
し
て
も
ら
う
。
私
は
そ

の
た
め
に
多
大
な
時
間
を
費
や
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
私
た
ち
大
学
教
員

の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

星
野　
学
問
を
自
分
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
と
成
長
の
た
め
に
修
め
る
の
は

も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、
社
会
の
た

め
の
学
問
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
を
一
人

で
解
決
し
よ
う
と
せ
ず
、
皆
を
巻
き

込
み
、周
り
に
良
い
影
響
を
与
え
る
。

そ
れ
が
ゆ
く
ゆ
く
は
企
業
や
社
会
へ

の
貢
献
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

現
代
社
会
で
は
、
単
な
る
知
識
、
ス

キ
ル
な
ら
ど
こ
で
も
得
ら
れ
ま
す

が
、
そ
う
で
は
な
く
教
員
や
他
の
学

生
と
人
間
力
を
磨
き
合
え
る
環
境
で

学
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
気
概
を
持
っ
た
人
を
本
学
は
喜

ん
で
迎
え
た
い
で
す
し
、
ま
た
そ
う

し
た
人
を
温
か
く
受
け
入
れ
、
支
援

す
る
先
輩
、
院
友
で
い
て
も
ら
い
た

い
と
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

東海林孝一
　　准教授

星野広和
　　教授

二人の
キーパーソン
に聞く

歴史 未来
経営学科の経営学科の

ほしの・ひろかず
博士（経営学）。専門は経営管理論、経
営組織論、経営戦略論。東北大学大学
院経済学研究科経営学専攻博士課程後
期修了後、2008年より本学。主な著書
に『経営学の基本視座―河野昭三先生
還暦記念論文集―』（共著、まほろば書
房、2008年）などがある。

しょうじ・こういち
修士（経営学）。専門は管理会計、原
価計算、予算管理。青山学院大学大学
院博士後期課程単位取得満期退学後、
1991年より本学。主な著書に『原価計
算テキスト（改訂版）』（共著、東京経
済情報出版、1994年）などがある。

経済学部のあゆみ

経済学部第一部・第二部　 ▲

経済学科
　　

経済学部第一部・第二部
　

▲

経済学科
　

▲ �

経済ネットワーキング学科（第一部）
　

▲

産業消費情報学科（第二部）

1996（平成8）年～1966（昭和41）年〜 2005（平成17）年～ 2020（令和2）年～

経済学部
　

▲

経済学科
　

▲

経済ネットワーキング学科
　

▲

経営学科

経済学部
　

▲

経済学科
　

▲

経営学科

経済学部を経済学
科・経営学科の
2学科体制に改組

政経学部を経済学部第一部・第二部
に改める

経済学部第一部に経済ネットワーキング学科、
同第二部に産業消費情報学科を開設

経済学部に経営学科を開設
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珠
玉
の
8
作
品
を
紹
介

高
校
生
向
け
２
コ
ン
テ
ス
ト

 

第
29
回 

全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト

 

第
21
回 「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」コ
ン
テ
ス
ト

最
優
秀
賞

俳
句
の
部

最
優
秀
賞

短
歌
の
部

最
優
秀
賞

短
篇
小
説
の
部

潮
の
香
る
ベ
ン
チ
で
水
平
線
を
書
く

下
村
桜
子
さ
ん（
岩
手
・
大
船
渡
高
２
年
）

国
学
院
大
学
と
ス
ク
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ（
高
校
生
新
聞
社
）に
よ
る
第
29
回
全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト（
協
賛
：
国

学
院
大
学
若
木
育
成
会
・
国
学
院
大
学
院
友
会
・
国
学
院
大
学
北
海
道
短
期
大
学
部
、
後
援
：
文
部
科
学
省
・
全
国
高
等
学

校
長
協
会
・
全
国
高
等
学
校
国
語
教
育
研
究
連
合
会
・
日
本
進
路
指
導
協
会
）
と
、
第
21
回
「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」

コ
ン
テ
ス
ト
（
協
賛
：
国
学
院
大
学
若
木
育
成
会
・
国
学
院
大
学
院
友
会
・
国
学
院
大
学
北
海
道
短
期
大
学
部
、
後
援
：
文

部
科
学
省
・
農
林
水
産
省
・
全
国
高
等
学
校
長
協
会
・
日
本
進
路
指
導
協
会
）
に
は
両
コ
ン
テ
ス
ト
合
わ
せ
て
１
万
５
８
９

７
点
（
創
作
１
万
５
７
８
１
点
、
伝
承
文
化
１
１
６
点
）
の
応
募
が
あ
り
、
本
紙
令
和
７
年
12
月
号
で
既
報
の
通
り
に
各
部

門
の
入
賞
作
が
決
ま
っ
た
。
今
号
で
は
両
コ
ン
テ
ス
ト
で
栄
冠
を
射
止
め
た
各
部
門
の
最
優
秀
賞
作
品
８
点
を
紹
介
す
る
。

秋
の
湾
は
、
切
り
立
っ
た
山

に
囲
ま
れ
て
静
か
に
光
っ
て
い

た
。外
の
海
は
荒
れ
て
い
て
も
、

こ
の
内
海
は
波
立
つ
こ
と
な
く

穏
や
か
だ
。
水
面
を
陽
射
し
が

散
り
ば
め
、
銀
の
欠
片
の
よ
う

な
き
ら
め
き
が
細
か
に
揺
れ
る
。

そ
の
光
を
裂
く
よ
う
に
、
小

魚
が
群
れ
を
な
し
て
走
り
抜
け

た
。
影
は
す
ぐ
に
溶
け
て
消
え

た
が
、
そ
の
一
瞬
の
速
さ
と
儚

さ
が
、
胸
を
不
思
議
に
締
め
つ

け
た
。

潮
の
匂
い
に
混
じ
っ
て
、
干

し
た
網
や
昆
布
の
香
り
が
し

た
。
都
会
の
空
気
に
慣
れ
た
身

体
に
は
重
た
い
が
、
ど
こ
か
懐

か
し
く
、
忘
れ
て
い
た
記
憶
を

呼
び
覚
ま
す
よ
う
な
匂
い
だ
っ

た
。私

は
坂
を
下
り
、
海
べ
り
の

古
い
ベ
ン
チ
に
腰
を
下
ろ
し

た
。
板
は
湿
り
冷
え
て
い
て
、

背
に
ひ
ん
や
り
と
伝
わ
る
。
深

く
息
を
吸
っ
た
と
き
、
隣
に
一

人
の
老
人
が
静
か
に
腰
を
下
ろ

し
た
。

髪
は
す
べ
て
白
く
、
風
に
揺

れ
て
い
た
。
刻
ま
れ
た
皺
の
深

さ
は
、
こ
の
土
地
で
積
み
重
ね

た
時
間
を
そ
の
ま
ま
映
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
た
。
声
を
出
さ

ず
と
も
、
存
在
が
場
を
満
た
し

て
い
た
。
彼
の
体
か
ら
は
、
煎

っ
た
コ
ー
ヒ
ー
の
よ
う
な
香
ば

し
さ
と
、
古
い
紙
の
乾
い
た
匂

い
が
漂
っ
て
い
た
。
奇
妙
だ
が

心
を
落
ち
着
け
る
匂
い
だ
っ
た
。

ふ
い
に
、
港
の
奥
か
ら
低
い

汽
笛
が
鳴
り
響
い
た
。
空
気
を

揺
ら
し
、
胸
の
奥
に
ま
で
沁
み

こ
ん
で
く
る
。

「
…
…
あ
れ
は
、別
れ
の
合
図

み
た
い
に
聞
こ
え
ま
す
ね
」

口
に
し
た
瞬
間
、
自
分
で
も

少
し
驚
い
た
。

老
人
は
口
元
を
緩
め
た
。

「
ん
だ
が
？　

迎
え
の
知
ら

せ
か
も
し
ん
ね
ぇ
。ほ
れ
と
も
、

た
だ
の
船
の
合
図
だ
っ
け
か
も

し
れ
ん
」

同
じ
音
な
の
に
、私
に
は〈
別

れ
〉
に
、
彼
に
は
〈
帰
還
〉
に

聞
こ
え
る
。
そ
の
違
い
が
お
か

し
く
て
、
私
は
笑
み
を
こ
ぼ
し

た
。「人

の
耳
ぁ
な
、自
分
の
心
ん

中
に
あ
る
も
ん
拾
っ
て
聞
ぐ
ん

だ
よ
」

老
人
は
そ
う
言
い
、
再
び
海

へ
視
線
を
向
け
た
。

私
は
老
人
の
手
に
目
を
と
め

た
。
左
の
小
指
が
な
か
っ
た
。

古
い
痕
は
痛
み
を
訴
え
ず
、
た

だ
そ
こ
に
在
っ
た
。

「
若
ぇ
頃
は
な
、大
工
し
て
ら

っ
た
ん
だ
。
鋸の

こ

あ
焦せ

ぇ
で
な
、

小
指
ぁ
持
っ
て
か
れ
だ
っ
け
よ
」

「
…
…
痛
く
な
か
っ
た
ん
で

す
か
」

「
痛
ぇ
に
は
痛
ぇ
。ほ
で
も
柱

立
て
ら
れ
る
と
思
や
、
小
指
一

本
ぐ
れ
ぇ
惜
し
か
な
か
っ
た
」

声
は
あ
っ
さ
り
し
て
い
て
、

痛
み
は
す
で
に
物
語
へ
と
変
わ

っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

老
人
は
海
を
見
た
ま
ま
続
け

た
。

「
わ
し
ぁ
、こ
の
街
か
ら
出
だ

ご
と
は
ね
ぇ
。
山
と
海
に
抱
が

れ
で
、家
建
て
で
、船
直
し
て
、

祭
り
の
櫓や

ぐ
らも
組
ん
だ
。
外
さ
行

が
ね
ぇ
で
も
、
人
も
風
も
こ
こ

さ
流
れ
て
き
た
。
そ
れ
で
十
分

だ
っ
た
」

そ
の
言
葉
の
重
み
が
、
静
か

に
私
の
胸
を
打
つ
。

ふ
た
り
の
間
に
言
葉
は
な
く

な
っ
た
。
た
だ
並
ん
で
海
を
見

た
。光
は
や
さ
し
く
波
を
撫
で
、

小
魚
が
銀
の
閃
き
と
な
っ
て
走

る
。老

人
は
動
か
ず
に
座
り
続
け

た
。
目
に
映
し
て
い
る
の
は
、

い
ま
の
海
だ
け
で
は
な
い
。
昔

の
笑
い
声
も
、
嵐
の
夜
の
怒
号

も
、
失
わ
れ
た
家
々
や
祭
囃
子

も
―
―
す
べ
て
が
重
な
っ
て
波

の
色
に
溶
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

私
に
は
た
だ
「
静
か
な
海
」

と
し
か
見
え
な
い
。
そ
の
差
が

胸
に
迫
り
、
息
を
飲
ん
だ
。

「
…
…
海
ぁ
、な
し
て
こ
う
も

何
で
も
呑
ん
で
黙
っ
て
ら
れ
る

ん
だ
べ
な
」

老
人
は
つ
ぶ
や
い
た
。
私
は

返
す
言
葉
を
持
た
ず
、
そ
の
横

顔
を
記
憶
に
刻
ん
だ
。

風
が
強
ま
り
、
頬
に
冷
た
さ

を
走
ら
せ
た
。
夏
の
湿
り
を
失

っ
た
風
は
、
骨
に
沁
み
る
。

「
涼
し
く
な
り
ま
し
た
ね
」

私
が
言
う
と
、
老
人
は
小
さ

く
う
な
ず
い
た
。

「
秋
っ
つ
ぁ
、骨
格
見
え
っ
と

ぎ
だ
。
葉
っ
ぱ
落
ぢ
で
木
の
形

ぁ
は
っ
き
り
す
っ
ぺ
。
人
も
同

じ
だ
。
余
計
な
も
ん
剥
が
れ
て

素
け
ぇ
姿
が
見
え
て
く
る
季
節

だ
」私

に
と
っ
て
涼
し
さ
は
「
寒

い
」
と
い
う
事
実
だ
け
だ
っ
た

が
、
人
を
映
す
比
喩
に
変
わ
っ

た
瞬
間
、
自
分
の
感
覚
が
揺
れ

た
。私

は
打
ち
明
け
た
。

「
…
…
僕
、
背
が
低
い
ん
で

す
。
百
五
十
セ
ン
チ
。
人
混
み

で
は
海
も
水
平
線
も
す
ぐ
隠
れ

て
し
ま
う
」

「
不
便
だ
べ
な
」

「
え
え
。
で
も
、不
満
じ
ゃ
な

い
。
見
え
な
い
な
ら
想
像
す
れ

ば
い
い
。子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、

そ
う
し
て
き
ま
し
た
」

老
人
は
目
を
細
め
、
静
か
に

言
っ
た
。

「
見
え
ね
ぇ
景
色
を
心
で
描

ぐ
…
…
そ
れ
ぁ
強
ぇ
力
だ
。
わ

し
も
小
指
ね
ぐ
て
も
生
ぎ
て
き

た
。
足
り
ね
ぇ
も
ん
が
あ
っ
て

も
、
人
は
や
っ
て
い
け
る
」

私
は
う
な
ず
い
た
。
欠
け
や

不
足
は
、
む
し
ろ
人
を
形
に
す

る
も
の
だ
と
思
え
た
。

ふ
た
た
び
、
小
魚
の
群
れ
が

水
面
を
走
り
抜
け
た
。
光
を
裂

き
、
影
を
結
ん
で
は
消
え
る
。

「
人
間
も
な
、
あ
れ
と
同
じ

だ
」老

人
の
声
は
潮
風
に
ま
じ
り

溶
け
た
。

「
外
の
波
に
揉
ま
れ
て
転
ぶ

こ
と
も
あ
っ
ぺ
。
だ
ど
も
胸
ん

中
さ
は
、
必
ず
静
か
な
魚
影
が

一
匹
は
泳
い
で
る
。
そ
い
つ
が

残
っ
て
る
か
ぎ
り
、
人
は
立
ち

上
が
れ
る
」

そ
の
言
葉
は
私
の
胸
に
深
く

沁
み
、
心
の
内
に
小
さ
な
魚
影

が
灯
る
の
を
覚
え
た
。

大
欠
伸
の
そ
の
後
に

照
れ
て
い
る
君
の
横
顔
が

頭
の
中
で
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て

な
ん
だ
か
夢
で
も
見
て
い
た
の
か
な

そ
れ
ま
で
の
世
界
な
ん
て
枠
の
な
い
キ
ャ
ン
パ
ス

き
っ
と
ま
だ
描
い
て
い
る
途
中
で
何
も
な
か
っ
た

君
が
付
け
足
す
初
め
の
色
は
不
安
定
な
パ
ー
プ
ル

僕
が
付
け
足
す
初
め
の
色
は
穏
や
か
な
エ
メ
ラ
ル
ド

隣
に
い
る
と
き
は
輝
い
て
見
え
る
け
ど

混
ざ
り
あ
う
こ
と
は
決
し
て
か
な
わ
な
い

大
欠
伸
の
そ
の
後
に

照
れ
て
い
る
君
の
横
顔
が

頭
の
中
で
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て

な
ん
だ
か
夢
で
も
見
て
い
た
の
か
な

遠
回
り
の
道
に
咲
い
て
い
た
未
完
成
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー

何
も
な
い
期
待
で
満
た
さ
れ
た
僕
に
よ
く
似
て
い
た

満
足
な
ん
だ
も
う　
諦
め
ち
ゃ
っ
て
い
る
の

夢
の
悪
魔
が
嬉
し
そ
う
に

こ
ち
ら
に
手
招
き
を
し
て
い
る

大
欠
伸
の
そ
の
後
に

照
れ
て
い
る
君
の
横
顔
が

頭
の
中
で
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て

な
ん
だ
か
夢
で
も
見
て
い
た
の
か
な

あ
と
は
も
う
勝
手
に

僕
の
い
な
い
と
こ
ろ
で
ど
う
ぞ

ぐ
る
ぐ
る
変
わ
っ
て
い
く

偽
り
の
気
持
ち
に

諦
め
の
大
欠
伸

全
国
に
響
け
日
本
の
箏
の
音
よ
私
が
文
化
の
継
承
者
に
な
る

泣
け
ば
動
く
鎖
骨
躑
躅
の
海
に
ゐ
て

老
人
は
さ
ら
に
い
く
つ
か
の

記
憶
を
語
っ
て
く
れ
た
。
嵐
で

壊
れ
た
堤
を
直
し
た
こ
と
。
戦

後
の
食
糧
難
に
海
藻
を
煮
て
し

の
い
だ
こ
と
。
祭
り
の
前
の
夜

に
仲
間
と
汗
だ
く
で
櫓
を
組

み
、
夜
明
け
と
と
も
に
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
を
目
に
し
た
瞬
間

の
胸
の
熱
さ
を
忘
れ
ら
れ
な
い

こ
と
。

そ
の
一
つ
ひ
と
つ
は
淡
々
と

し
た
口
調
だ
っ
た
が
、
ど
れ
も

確
か
な
重
み
を
持
ち
、
波
の
音

に
溶
け
て
ゆ
く
。
私
は
耳
を
澄

ま
せ
な
が
ら
、
自
分
の
都
会
で

の
生
活
を
思
っ
た
。
忙
し
い
だ

け
で
何
も
成
し
遂
げ
た
実
感
が

な
い
日
々
。
老
人
の
記
憶
の
一

片
に
も
、私
に
は
届
か
な
い「
生

き
て
き
た
証
」
が
あ
っ
た
。

や
が
て
、
二
人
の
あ
い
だ
に

長
い
沈
黙
が
訪
れ
た
。
私
た
ち

は
た
だ
並
び
、
老
人
は
海
を
、

私
は
老
人
を
見
つ
め
続
け
た
。

沈
黙
は
重
く
、
そ
れ
で
い
て
満

ち
て
い
た
。
風
が
衣
を
叩
く
音

と
、
遠
い
漁
船
の
唸
り
声
が
、

一
定
の
鼓
動
の
よ
う
に
響
き
続

け
た
。

再
び
汽
笛
が
鳴
っ
た
。
夕
暮

れ
の
赤
が
湾
を
覆
い
、
音
は
や

わ
ら
か
に
胸
を
打
っ
た
。

別
れ
の
音
。
帰
還
の
音
。
た

だ
の
合
図
。

ど
れ
も
が
矛
盾
せ
ず
、
同
じ

場
所
に
重
な
っ
て
い
る
。

潮
の
匂
い
、
網
の
匂
い
、
老

人
の
匂
い
、秋
の
冷
た
い
空
気
。

事
実
は
た
だ
ひ
と
つ
―
―
こ
の

港
の
ベ
ン
チ
で
私
は
、
こ
の
土

地
に
根
を
張
っ
て
生
き
て
き
た

ひ
と
り
の
男
と
並
ん
で
い
る
。

そ
の
事
実
だ
け
が
、
解
釈
を

重
ね
る
こ
と
で
無
数
の
色
を
帯

び
、限
り
な
く
広
が
っ
て
い
く
。

私
は
深
く
息
を
吸
い
こ
ん
だ
。

見
え
ぬ
水
平
線
の
か
わ
り
に
、

胸
の
奥
に
静
か
な
線
を
描
き
な

が
ら
。

最
優
秀
賞

現
代
詩
の
部

大
欠
伸

菊
池
大
和
さ
ん（
岡
山
・
津
山
工
業
高
専
３
年
）

細
田
弥
生
さ
ん（
千
葉
・
成
田
国
際
高
３
年
）

奥
田
羊
歩
さ
ん（
群
馬
・
高
崎
女
子
高
３
年
）

三
島
に
は
「
農
兵
節
」
と
い

う
郷
土
民
謡
が
あ
る
。
日
本
大

学
三
島
高
校
で
は
、
毎
年
6
月

の
文
化
祭
で
3
年
生
全
員
が

「
農
兵
節
」
を
踊
る
の
が
、伝
統

行
事
で
あ
る
。
し
か
し
、「
農
兵

節
」
の
歴
史
に
つ
い
て
ほ
と
ん

ど
知
ら
な
か
っ
た
。
今
回
の
研

究
で
、「
農
兵
節
」
の
成
立
過
程

と
「
農
兵
節
」
に
込
め
ら
れ
た

三
島
の
人
の
思
い
な
ど
を
研
究

調
査
し
、
分
か
っ
た
事
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
、
応
募
し
た
。

〇
研
究
内
容

１　

�

は
じ
め
に
（
テ
ー
マ
設
定

理
由
）　
　

２　
農
兵
節
の
歴
史
・
成
立
過
程

　
　

�（
１
）農
兵
に
つ
い
て

　
　
（
２
）�江
川
太
郎
左
衛
門
に

つ
い
て

　
　
（
３
）�農
兵
節
の
歴
史
・
成

立
過
程
（
ル
ー
ツ
）

３　
平
井
源
太
郎
の
生
涯

４　
「
農
兵
節
」
の
宣
伝

５　

�

平
井
源
太
郎
と
「
農
兵

節
」・
農
兵
踊
り
の
完
成

６　
平
井
源
太
郎
の
書

７　

�

農
兵
節
と
日
本
大
学
三
島

高
校
の
関
係

８　
み
し
ま
サ
ン
バ
に
つ
い
て

９　
結
論　

　
今
回
の
調
査
の
結
果
、
農
兵

節
の
歴
史
・
成
立
過
程
に
は
、

３
つ
の
説
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
、「
農
兵
節
」の
宣
伝
・
普
及

活
動
、
名
前
の
由
来
に
つ
い
て

は
、
平
井
源
太
郎
が
大
き
く
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ

た
。
そ
し
て
、
日
本
大
学
三
島

高
校
が
文
化
祭
で
「
農
兵
節
」

を
伝
統
行
事
と
し
て
踊
っ
て
い

る
理
由
、
始
ま
っ
た
時
期
も
分

か
っ
た
。
と
て
も
良
い
成
果
が

残
せ
た
と
思
う
。こ
の
研
究
に
、

多
く
の
方
々
が
、
快
く
協
力
し

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
、
と
て

も
感
謝
し
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、「
農

兵
節
」
に
は
多
く
の
三
島
の
人

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
一
番
は
平
井

源
太
郎
の
思
い
で
あ
る
。
一い

ち

文も
ん

に
も
な
ら
な
い
「
農
兵
節
」
と

「
箱
根
大
根
」の
宣
伝
に
命
を
捧

げ
た
の
は
、
三
島
を
有
名
に
し

た
い
、
三
島
の
郷
土
民
謡
「
農

兵
節
」
を
広
め
た
い
、
不
況
に

あ
え
い
で
い
る
「
箱
根
大
根
」

を
助
け
た
い
と
い
う
郷
土
三
島

を
愛
す
る
思
い
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
の
行
動
で
あ
る
。そ
し
て
、

平
井
源
太
郎
の
こ
の
思
い
を
受

け
継
い
だ
三
島
農
兵
節
普
及
会

の
人
々
が
、
三
島
の
郷
土
民
謡

「
農
兵
節
」を
全
国
に
広
め
る
た

め
に
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
る

の
だ
。
こ
の
思
い
は「
農
兵
節
」

か
ら
発
展
し
て
で
き
た
「
み
し

ま
サ
ン
バ
」
に
も
受
け
継
が
れ

て
い
る
と
い
え
る
。

「
農
兵
節
」
に
は
、こ
の
よ
う

な
郷
土
三
島
を
愛
す
る
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。
文
化
祭
で

恒
例
行
事
と
し
て
61
年
踊
り
続

け
て
い
る
日
本
大
学
三
島
高
校

で
あ
る
が
、
こ
の
思
い
を
知
っ

て
踊
っ
て
い
る
生
徒
は
果
た
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
い
な
い

と
思
う
。
地
理
・
歴
史
部
で
は

こ
の
思
い
を
全
校
生
徒
に
知
っ

て
も
ら
う
べ
く
、「
農
兵
節
」
に

つ
い
て
の
研
究
発
表
を
行
う
機

会
を
作
り
、
全
校
生
徒
に
理
解

し
て
も
ら
い
、
そ
の
思
い
を
伝

統
と
し
て
今
後
の
後
輩
に
引
き

継
い
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
う
。

ま
た
、
三
島
の
人
達
で
も
知

っ
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な

い
だ
ろ
う
か
ら
、
私
た
ち
地

理
・
歴
史
部
は
、
こ
の
事
を
多

く
の
三
島
の
人
達
に
知
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
三
島
で
「
農

兵
節
」
の
発
表
を
す
る
機
会
を

作
り
、
情
報
を
発
信
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。

さ
ら
に
今
後
、
地
理
・
歴
史

部
は
、伝
統
の
あ
る「
農
兵
節
」

お
よ
び
「
み
し
ま
サ
ン
バ
」
の

保
存
お
よ
び
普
及
の
活
動
を
農

兵
節
普
及
会
・
み
し
ま
サ
ン
バ

振
興
会
の
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し

て
、「
農
兵
節
」
と
「
み
し
ま
サ

ン
バ
」
が
絶
え
る
こ
と
な
く
受

け
継
が
れ
、
さ
ら
に
発
展
し
て

い
く
活
動
と
な
る
よ
う
に
協
力

し
て
い
き
た
い
。

最
優
秀
賞

折
口
信
夫
賞
・
地
域
文
化
研
究
部
門（
団
体
）

最
優
秀
賞

地
域
文
化
研
究
部
門（
個
人
）

三
島
の
郷
土
民
謡
農
兵
節
に
つ
い
て

妖
怪
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
近
年
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
の
か
　
妖
怪
に
よ
る
近
年
の

地
域
創
生
を
追
う

静
岡
・
日
本
大
学
三
島
高
　
地
理
・
歴
史
部

神
田
明
玲
さ
ん（
東
京
・
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
高
２
年
）

私
の
高
校
で
は
、
２
年
生
全

員
が
一
年
か
け
て
論
文
を
作
成

す
る
。
そ
の
活
動
に
つ
ま
ず
い

て
い
た
と
き
に
、
こ
の
コ
ン
テ

ス
ト
の
過
去
の
受
賞
作
品
を
読

ん
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上

げ
て
い
た
こ
と
が
応
募
の
き
っ

か
け
だ
。
同
世
代
の
方
々
の
素

敵
な
作
品
と
活
躍
に
励
ま
さ

れ
、
そ
し
て
憧
れ
た
こ
と
で
、

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
す
る

こ
と
を
決
め
た
。

妖
怪
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
妖

怪
の
伝
承
を
観
光
資
源
と
し
て

活
用
す
る
地
域
振
興
策
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
、
Ｕ

Ｆ
Ｏ
や
未
確
認
生
物
Ｕ
Ｍ
Ａ
と

い
っ
た
怪
談
が
町
お
こ
し
に
使

わ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
日
本

で
は
２
０
０
０
年
代
か
ら
、
妖

怪
の
伝
承
が
地
方
の
観
光
に
活

用
さ
れ
て
い
る
。
私
は
、
２
０

１
５
年
以
降
に
新
し
く
作
ら
れ

た
８
つ
の
妖
怪
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
、

先
行
研
究
に
基
づ
い
て
、
①
民

俗
文
化
か
大
衆
文
化
か
②
既
存

コ
ン
テ
ン
ツ
の
有
無
③
自
治
体

主
体
か
民
間
団
体
主
体
か
の
３

点
に
分
類
し
た
。

そ
の
結
果
を
表
に
ま
と
め
、

３
つ
の
考
察
を
得
た
。

ま
ず
「
大
衆
文
化
、
既
存
コ

ン
テ
ン
ツ
な
し
」
の
妖
怪
ツ
ー

リ
ズ
ム
、
つ
ま
り
多
く
の
人
々

を
対
象
に
生
産
さ
れ
た
ポ
ッ
プ

カ
ル
チ
ャ
ー
作
品
を
も
と
に
し

た
妖
怪
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
大
半
を

占
め
て
い
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、

や
は
り
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
さ
れ

た
妖
怪
の
人
気
が
高
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。

次
に
、こ
れ
は
か
な
り
意
外
だ

っ
た
の
だ
が
、妖
怪
に
コ
ス
プ
レ

す
る
イ
ベ
ン
ト
が
半
数
を
占
め

て
い
た
。妖
怪
た
ち
は
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
化
を
経
て
、自
己
表
現
や
一

種
の
憧
れ
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

ま
た
、
民
間
主
体
の
妖
怪
ツ

ー
リ
ズ
ム
は
、「
祭
り
」
と
い
う

形
で
多
く
開
催
さ
れ
て
い
た
。

参
加
す
る
露
店
か
ら
資
金
を
調

達
す
る
こ
と
で
、
民
間
団
体
の

主
催
で
も
、
大
規
模
な
イ
ベ
ン

ト
を
用
意
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
作
り
や
観
光
客
増
加

を
支
え
て
い
る
そ
う
だ
。
交
流

の
テ
ー
マ
を
妖
怪
に
す
る
こ
と

で
、
よ
り
広
い
年
代
か
ら
参
加

者
を
募
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

妖
怪
の
存
在
が
地
域
振
興
に
大

い
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。

こ
れ
ら
か
ら
、
今
後
の
妖
怪

ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
、
誰
も
が
参

加
し
や
す
い
よ
う
に
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
化
さ
れ
た
妖
怪
を
活
用

し
、さ
ら
に
客
自
身
が「
妖
怪
」

に
な
り
き
っ
て
参
加
で
き
る
、

地
域
の
「
祭
り
」
形
式
の
も
の

が
人
気
に
な
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
考
察
し
た
。
こ
う
し

た
一
方
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
大

昔
か
ら
根
付
い
て
き
た
、
民
俗

的
で
地
域
固
有
の
妖
怪
が
活
躍

す
る
機
会
が
減
り
、
日
本
文
化

の
継
承
と
い
う
視
点
で
は
看
過

で
き
な
い
状
態
で
あ
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

本
論
文
を
作
成
し
て
い
た
時

期
と
イ
ベ
ン
ト
型
の
妖
怪
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
開
催
時
期
が
ず
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
扱
っ

た
妖
怪
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
実
際
に

行
く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な

か
っ
た
。今
後
は
現
地
に
赴
き
、

特
に
民
間
団
体
主
体
の
イ
ベ
ン

ト
に
関
し
て
は
、
そ
の
客
層
や

雰
囲
気
を
加
味
し
て
よ
り
詳
し

い
分
析
を
行
い
た
い
と
思
う
。

ま
た
こ
う
し
た
妖
怪
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
、
元
々
妖
怪
に
興
味
が
あ

る
人
以
外
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
り
、
民
俗
的
な

妖
怪
の
居
場
所
が
減
っ
て
い
た

り
、
妖
怪
ツ
ー
リ
ズ
ム
自
体
の

課
題
も
見
え
て
き
た
。
そ
れ
ら

を
ど
う
し
た
ら
解
決
で
き
る
か
、

よ
り
掘
り
下
げ
て
考
え
て
い
き

た
い
。

最
優
秀
賞

地
域
民
話
研
究
部
門（
団
体
）

河
野
氏
関
連
の
伝
承
調
査

～
衛
門
三
郎
伝
承
と
御
面
雨
乞
い
～

愛
媛
・
松
山
北
高　
郷
土
研
究
部

私
た
ち
は
、
今
年
度
、
伊
予

の
名
門
武
家
で
あ
る
河
野
氏
に

関
連
の
あ
る
「
衛
門
三
郎
伝

承
」・「
御
面
雨
乞
い
伝
承
」
の

二
つ
の
伝
承
に
焦
点
を
当
て
、

伝
承
の
成
立
時
期
、
伝
承
成
立

の
理
由
な
ど
を
調
査
し
た
。
地

域
で
の
聞
き
取
り
調
査
や
、
文

献
資
料
を
も
と
に
、
地
域
の
伝

承
に
含
ま
れ
る
謎
に
疑
問
を
持

ち
、
そ
の
謎
を
解
決
す
る
こ
と

に
挑
戦
し
た
。

１
．
衛
門
三
郎
伝
承

松
山
市
道
後
の
石
手
寺
に
伝

わ
る
衛
門
三
郎
伝
承
は
、
弘
法

大
師
（
空
海
）
を
追
っ
て
四
国

遍
路
を
回
っ
た
久
谷
荏
原
郷
の

強
欲
な
豪
農
で
あ
る
衛
門
三
郎

が
、
死
ぬ
ま
ぎ
わ
に
弘
法
大
師

か
ら
石
を
授
か
り
、
そ
の
生
ま

れ
変
わ
り
で
あ
る
赤
子
が
手
に

握
っ
て
い
た
「
衛
門
三
郎
」
と

書
か
れ
た
石
が
、
安
養
寺
に
奉

納
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
寺
号
を

石
手
寺
に
改
称
し
た
と
す
る
伝

承
で
、
衛
門
三
郎
は
四
国
遍
路

の
元
祖
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

伝
承
は
、
私
た
ち
の
調
査
の
結

果
、
戦
国
初
期
の
河
野
氏
惣
領

家
当
主
の
河
野
教
通
と
深
い
関

係
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

衛
門
三
郎
伝
承
は
、
河
野
教
通

が
進
め
た
河
野
氏
惣
領
家
の
伊

予
支
配
の
正
当
性
を
打
ち
立
て

る
と
い
う
戦
略
の
中
で
、
四
国

遍
路
札
所
の
再
興
事
業
や
、
家

譜
（
歴
史
書
）
の
編
纂
事
業
と

並
ぶ
、
も
う
一
つ
の
重
要
施
策

と
し
て
つ
く
ら
れ
た
可
能
性
が

高
い
と
結
論
付
け
た
。
河
野
教

通
の
伝
承
作
成
の
目
的
は
、
河

野
氏
が
弘
法
大
師
に
よ
っ
て
、

伊
予
支
配
を
認
め
ら
れ
た
家
で

あ
り
、
河
野
氏
は
弘
法
大
師
ゆ

か
り
の
衛
門
三
郎
の
末
裔
で
あ

る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
狙
い

が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
、

衛
門
三
郎
伝
承
作
成
に
大
き
く

関
わ
っ
て
い
た
戦
国
大
名
河
野

教
通
は
、 「
四
国
遍
路
を
つ
く

っ
た
戦
国
大
名
」
で
あ
り
、「
伝

承
を
操
る
戦
国
大
名
」
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。

２
．
松
山
藩
の
御
面
雨
乞
い

愛
媛
県
で
は
、
松
山
平
野
を

中
心
に
、
雨
乞
い
神
事
に
御
面

を
使
う
全
国
で
も
珍
し
い
独
特

の
雨
乞
い
形
態
が
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
神
事
に
使
用
さ
れ
た
御

面
が
御
神
宝
と
し
て
今
に
伝
わ

っ
て
い
る
神
社
も
見
ら
れ
る
。

松
山
藩
の
御
面
雨
乞
い
神
事

は
、
浮
嶋
神
社
・
雨
瀧
神
社
を

中
心
に
、
河
野
氏
由
来
の
三
面

を
使
用
し
て
行
わ
れ
て
い
た
久

米
郡
南
部
奥
の
御
面
雨
乞
い
神

事
を
元
に
、
松
前
浜
の
龍
宮
仮

宮
に
お
け
る
汐
汲
み
の
神
事

や
、
女
性
行
商
人
「
お
た
た
」

を
中
心
と
し
た
雨
乞
い
行
列
な

ど
が
加
味
さ
れ
実
施
さ
れ
た
、

藩
の
官
制
雨
乞
い
神
事
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
契
機

は
、
享
保
17
（
1
7
3
2
）
年

に
未
曽
有
の
被
害
を
松
山
地
方

に
も
た
ら
し
た
享
保
の
大
飢
饉

で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期

に
御
面
の
所
有
権
を
め
ぐ
っ
て

浮
嶋
神
社
と
徳
威
三
嶋
神
社
間

に
訴
訟
が
起
こ
っ
て
お
り
、
松

山
藩
は
そ
の
訴
訟
を
通
し
て
久

米
郡
南
部
で
行
わ
れ
て
い
た
河

野
家
由
来
の
御
面
雨
乞
い
神
事

に
つ
い
て
認
識
し
、
そ
れ
を
ア

レ
ン
ジ
し
て
官
制
雨
乞
い
と
し

て
実
施
し
て
い
た
も
の
と
結
論

付
け
た
。

今
後
、
衛
門
三
郎
伝
承
に
つ

い
て
は
多
く
の
先
行
研
究
と
比

較
し
て
い
き
な
が
ら
、
更
に
伝

承
の
詳
細
分
析
を
進
め
、
調
査

結
果
を
元
に
衛
門
三
郎
伝
承
を

多
く
の
人
に
広
め
て
い
く
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
御
面
雨
乞
い
伝

承
に
つ
い
て
は
、
未
調
査
の
資

料
が
数
多
く
残
っ
て
お
り
、
総

河
内
神
社
に
残
さ
れ
て
い
る
祝

詞
な
ど
の
資
料
を
解
読
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
調
査
を
深
め
て

い
き
た
い
と
計
画
し
て
い
る
。

私
た
ち
は
若
い
世
代
と
し
て
で

き
る
こ
と
を
尽
く
し
、
伝
承
の

復
活
や
記
録
、
伝
播
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
。次

ペ
ー
ジ
へ
続
く
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地域ヘルスプロモーションセンターは、平成22 
(2010)年2月に設立された。中高年を対象とした栄
養チェックや体力測定を行う〈たまプラウェルネス
アカデミー〉、幼児・小学生と体を動かすゲームを楽
しむ〈わくわく企画〉、同センター最大のイベントで
ある〈地域交流スポーツフェスティバル〉など、地
域の幅広い年齢層を対象に年間約8回の催しを開催
している。同年に立ち上がった大学公認部会「支援
学生の会」も、現在では「ちーへる」の愛称で学内
外に浸透している。
「ちーへる」では3年生で団体の代表を務めた学生

が、その経験を生かし4年生でスポーツフェスティ
バルのリーダーを務めることが慣例という。令和6 
(2024)年度に「ちーへる」の代表学生を務めた宮下
さんは、「スポーツフェスティバルは、私たちの活動
の集大成といえるもので、人間開発学部の学生や体
育連合会に所属している部会にも協力してもらい、
毎年10以上のブースを設けています。私がリーダー
を務めた今年度は10周年にあたり、アスリートをゲ
ストに迎え実技指導をしてもらい、他の企画も相ま
って大盛況でした」と語る。
「ちーへる」には、現在約70人に上る学生が参加

している。代表学生は各イベントの主要担当学生を
支え、全てのイベントに関わる。学生の専門や興味、
熱量はさまざまだが、担当以外のイベントに参加し
て予想外に楽しさを感じ、関心が高まる場合もある。
イベントに関わる学生たちに一歩踏み出してもらう

工夫や、モチベーションのケアも役目だという。現
在は、みんなをけん引する二人だが、参加のきっか
けを聞くと「サークル感覚で参加したのですが、自
分たちで考えたことを実現し、届けることの楽しさ
や達成感が加速度的に大きくなりました。自分たち
にしかできないことをやっている実感があります。
参加者から感謝の言葉をいただけた時にやりがいを
感じています」と宮下さん。

令和7年度「ちーへる」の代表学生を務めた後藤
さんは、「1年生の時にスポーツフェスティバルを手
伝い、地域との交流が楽しくて、2年生になって正
式に参加しました。代表学生を務めることは挑戦で
したが、スポットライトを当ててもらえる機会が増
え、人間開発学会での発表も任されるなど経験でき
ることが圧倒的に増え、充実しています」

二人とも小さなきっかけから、大きな経験を得た。
特に宮下さんが入学した年は、新型コロナウイルス
感染症の流行による影響が残る中で、イベントの企
画や集客面では苦労の連続だった。広報を任された
宮下さんが周囲を巻き込みながら試行錯誤し、地域
への働きかけを続けた結果、現在では定員はすぐに
埋まり、外部からイベントの依頼が寄せられるまで
になった。

そのバトンを受け継いだ後藤さんは、「質を高めて
いくことが私たちの役目です。イベントには正解が
ないので、何らかの課題はでてきますが、それを引き
継いで取り組むことが大切。より良い方向を目指し

ながら柔軟な姿勢で自分たちの色を追求していきた
いと考えています」と語る。イベントでは毎年新しい
遊びを考案し、ネーミングやロゴに工夫を凝らして
視覚的な訴求にも力を入れている。「デザインやイラ
ストなどが得意な学生が各自の能力を発揮できるこ
とも『ちーへる』の魅力だと感じています」と話す。

15年もの歴史がある「ちーへる」の活動に携わっ
て思うことは「たまプラーザという地域の良さもあ
りますが、これほど地域と密接に関わり、共に成長
できる環境は、この大学ならではの大きな魅力だと
実感しています。このつながりは大事にしていって
ほしいです。また、活動を通じて先生方と密にコミ
ュニケーションをとることができ、知見が広がりま
す。そうした刺激は『ちーへる』ならではです。参
加してくれる学生がさらに増えてくれたらうれしい
です」と宮下さん。
「デジタル時代だからこそ、地域や先生方、仲間と

のつながりを大切にしたい。そして、イベントの成
功以上に大切なものは、『ちーへる』が受け継いでき
た人と人とのつながりや、その温かさだということ
を、責任を持って伝えていかなくてはならないと感
じています」と後藤さん。

積み重ねてきた地域とのつながりは、国学院大学
の財産であると同時に、「ちーへる」の代表学生を務
めた二人にとっての勲章でもある。「ちーへる」の活
動を通してしか得られないかけがえのない学びを、
より多くの学生が経験してくれることを願う。

教員と築き、地域を支える。
支援学生の会「ちーへる」代表が語る学びの形

人間開発学部開設当初から、教員たちの手で大切に育まれてきた取り組みがある。
学生や教職員、そして地域住民の健康づくりを支援する「地域ヘルスプロモーショ
ンセンター」だ。長らく教員主体で運営されてきた本センターだが、ここ数年は学
生たちも積極的に運営に参画している。今回は、支援学生の会「ちーへる」の代表と
して活動をけん引した宮下拓斗さん（健体4）＝写真左＝と後藤美帆さん（健体3）
＝同右＝に、活動内容やそこから得られた学びについて話を聞いた。

宮下拓斗さん（健体4） 後藤美帆さん（健体3）

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
を
掲
載
し
た『
全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
集
』と
、

『「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
集
』
を
２
月
下
旬
に
刊
行
し
ま
す
。
両
作
品

集
は
お
一
人
様
各
２
部
ま
で
無
料
配
布
い
た
し
ま
す
。
発
送
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
希
望
部
数
と
送

付
先
を
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

作
品
集
は
、
創
作
コ
ン
テ
ス
ト
の
短
篇
小
説
部
門
は
佳
作
ま
で
の
作
品
を
、
現
代
詩
・
短
歌
・
俳

句
の
３
部
門
は
入
選
ま
で
の
全
作
品
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
号
掲
載
の
「
地
域
の
伝
承
文

化
に
学
ぶ
」
コ
ン
テ
ス
ト
の
リ
ポ
ー
ト
は
作
品
集
に
掲
載
す
る
文
章
を
再
編
集
し
た
も
の
で
す
。
詳

し
く
は
作
品
集
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
高
校
生
新
聞
社
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局

　
（
☎
０
４
２
・
７
２
４
・
２
７
５
０
）

高
校
生
向
け
コ
ン
テ
ス
ト「
入
賞
作
品
集
」を
刊
行

6
・
7
面
に
関
連
記
事

最
優
秀
賞

地
域
民
話
研
究
部
門（
個
人
）

室
伏
半
蔵
伝
承
か
ら
み
る
社
会
事
業

と
日
蓮
宗

渡
邉
正
太
郎
さ
ん（
静
岡
・
富
士
高
３
年
）

私
は
高
校
を
通
じ
て
地
元
の

歴
史
民
俗
に
関
す
る
論
文
や
レ

ポ
ー
ト
を
作
成
し
て
き
た
。
高

校
2
年
の
3
学
期
よ
り
、
そ
れ

ら
の
加
筆
修
正
の
作
業
を
始
め

た
が
、
そ
の
過
程
で
、
か
つ
て

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た

「
杉
田
用
水
」と
い
う
生
活
用
水

に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
に
登
場
し

た
「
室
伏
半
蔵
」
と
い
う
人
物

に
関
心
を
持
っ
た
。
そ
こ
で
、

あ
ら
た
め
て
こ
の
人
物
を
深
掘

り
し
よ
う
と
考
え
た
こ
と
が
研

究
の
動
機
で
あ
る
。

研
究
対
象
と
し
た
「
室
伏
半

蔵
」
と
い
う
人
物
は
、
富
士
郡

久
沢
村
（
現
静
岡
県
富
士
市
鷹

岡
地
区
）
に
お
い
て
酒
屋
を
営

ん
で
い
た
豪
農
で
あ
る
。
久
沢

村
や
そ
の
周
辺
に
、
現
存
す
る

だ
け
で
も
二
十
基
程
度
の
石
造

文
化
財
を
建
立
し
た
篤
志
家
で

も
あ
っ
た
。

半
蔵
に
関
す
る
口
伝
は
、
特

に
彼
が
建
立
し
た「
道
し
る
べ
」

を
軸
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
半
蔵
が
郷
土
史
研
究
に
お

い
て
脚
光
を
浴
び
た
終
戦
直
後

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
郷
土

史
家
に
よ
っ
て
彼
に
関
す
る
論

考
が
発
表
さ
れ
て
き
た
が
、
い

ず
れ
も
道
し
る
べ
に
焦
点
を
当

て
た
も
の
で
あ
っ
た
。
研
究
の

先
駆
者
は
「
室
伏
の
公
共
に
尽

し
た
仕
事
の
詳
細
を
調
べ
た
い

と
思
っ
た
が
、
記
録
が
な
く
て

わ
か
ら
な
い
の
は
遺
憾
の
極
み

で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
口
伝
や
石
造

文
化
財
、
そ
し
て
半
蔵
の
出
自

や
宗
教
的
活
動
に
関
す
る
史
資

料
を
も
と
に
、
篤
志
家
と
し
て

伝
承
に
名
を
残
し
た
室
伏
半
蔵

と
い
う
人
物
の
社
会
事
業
と
、

そ
の
背
景
に
あ
る
日
蓮
宗
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
、
研
究
を
行

っ
た
。

室
伏
半
蔵
は
、
久
沢
村
の
東

方
に
位
置
す
る
東
宗
高
村
の
石

田
家
の
三
男
と
し
て
、
明
和
7

（
1
7
7
0
）年
に
生
ま
れ
た
。

室
伏
家
分
家
に
婿
養
子
に
入
る

際
、
石
田
家
か
ら
酒
造
道
具
一

式
を
持
ち
込
み
、
莫
大
な
利
益

を
上
げ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

半
蔵
は
、
酒
造
業
に
よ
る
余
剰

資
金
を
、
石
造
文
化
財
の
建
立

や
富
士
山
南
麓
の
新
田
開
発
に

充
て
て
い
た
。

半
蔵
が
熱
心
な
日
蓮
宗
信
徒

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
地
元
の
日

蓮
宗
寺
院
の
住
職
に
よ
っ
て
揮き

毫ご
う

さ
れ
て
い
る
、
彼
が
建
立
し

た
石
造
文
化
財
か
ら
も
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
半
蔵
の
末ま

つ

裔え
い

宅

に
は
曼ま

ん

荼だ

羅ら

が
保
存
さ
れ
て
い

た
り
、
複
数
の
日
蓮
宗
寺
院
の

役
員
を
務
め
て
い
た
り
し
た
こ

と
か
ら
も
、
日
蓮
宗
関
係
者
と

の
太
い
パ
イ
プ
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
た
と
い
え
る
。

半
蔵
の
日
蓮
宗
に
対
す
る
姿

勢
や
思
想
的
背
景
に
は
、
彼
の

出
自
も
関
係
し
て
い
た
。
生
家

で
あ
る
石
田
家
の
歴
代
当
主
に

つ
い
て
は
、
由
緒
書
よ
り
日
蓮

宗
に
関
わ
る
活
動
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
、
室
伏
家
に
つ
い

て
は
、
本
家
は
鎌
倉
時
代
か
ら

代
々
日
蓮
宗
を
信
仰
し
た
名
門

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
記
録
が

あ
る
。
両
家
と
も
に
熱
心
な
日

蓮
宗
信
徒
の
家
系
で
あ
っ
た
こ

と
が
、
半
蔵
の
熱
心
な
日
蓮
宗

信
徒
と
し
て
の
活
動
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。

半
蔵
が
人
々
に
貢
献
す
る
た

め
に
行
っ
た
社
会
事
業
は
莫
大

な
出
費
を
要
す
る
も
の
だ
っ
た

が
、
日
蓮
宗
に
対
す
る
あ
つ
い

信
仰
心
と
、
酒
造
業
に
裏
打
ち

さ
れ
た
経
済
力
に
よ
り
そ
れ
が

成
し
遂
げ
ら
れ
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
富
士
郡
に
は
半
蔵
の
ほ

か
に
も
深
沢
安
兵
衛
、
仁
藤
春

耕
と
い
う
人
物
に
よ
り
建
立
さ

れ
た
道
し
る
べ
が
現
存
す
る
。

安
兵
衛
―
半
蔵
―
春
耕
の
順
に

影
響
を
及
ぼ
し
、
系
譜
が
続
い

て
い
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
そ

れ
ら
の
検
討
も
行
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

�  7面より  第21回 「地域の伝承文化に学ぶ」コンテスト

2026 2
K:DNA　　　創立144年を迎えた国学院大学の遺伝子…個人・個性を尊重する校風　若いエネルギーが未来を変える
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